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學士會会報 No.959（2023─Ⅱ）

台
湾
に
お
け
る
日
本
文
化
研
究
の
現
状
と
成
果

徐じ
ょ　
　
　

興こ
う　

慶け
い

一
、
台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究
の
概
況

　
日
本
と
台
湾
は
、
一
九
七
二
年
の
国
交
断
絶
後
も
、
経
済
・

文
化
・
教
育
各
分
野
に
お
け
る
つ
な
が
り
は
途
絶
え
る
こ
と
な

く
、
今
日
に
至
る
ま
で
密
な
交
流
を
続
け
て
き
た
。
一
九
六
〇

年
代
以
降
、
台
湾
の
大
学
で
は
日
本
語
教
育
が
実
施
さ
れ
は
じ

め
、
二
〇
二
三
年
一
月
現
在
で
は
台
湾
に
日
本
語
文
学
科
、
応

用
日
本
語
学
科
を
持
つ
大
学
は
約
四
十
校
に
の
ぼ
る
。
さ
ら
に

日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
大
学
も
十
四
校
に
及
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
日
本
語
教
育
の
め
ざ
ま
し
い
発

展
の
一
方
で
、
日
本
研
究
の
一
環
と
し
て
の
「
日
本
文
化
研
究

の
成
果
」
と
い
う
理
想
に
は
、
依
然
と
し
て
ほ
ど
遠
い
の
が
現

１

状
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
各
大
学
の
日
本
研
究
は
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
発
展
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
今

日
の
日
台
交
流
が
直
面
し
て
い
る
問
題
点
を
検
討
し
、
日
本
文

化
の
深
層
や
そ
の
民
族
・
国
家
へ
の
理
解
や
多
領
域
で
の
日
本

研
究
を
深
化
さ
せ
、
人
材
の
育
成
な
ど
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
一
刻
の
猶
予
も
で
き
な
い
解
決
す
べ
き
課
題
で

あ
る
。

　
台
湾
で
は
、
日
本
文
化
史
や
日
本
思
想
史
の
よ
う
な
学
会
は

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
台
湾
日
本
研
究
学
会
（
一
九
七
九
）、

台
湾
日
本
語
文
学
会
（
一
九
八
九
）、
台
湾
日
本
語
教
育
学
会

（
一
九
九
三
）、
台
湾
応
用
日
語
学
会
（
二
〇
〇
二
）
な
ど
の
学

2

3

術
活
動
の
中
に
、
日
本
文
化
の
研
究
と
成
果
が
含
ま
れ
て
い

る
。
以
下
、
筆
者
が
携
わ
る
台
湾
の
日
本
文
化
研
究
の
現
状
と

成
果
を
下
記
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

二
、
日
本
文
化
の
教
育
普
及

１
．
台
湾
か
ら
見
た
日
本
文
化
の
知
識
教
養

1.1　
『
日
本
文
化
』
の
刊
行

　
台
湾
の
大
学
生
に
適
し
た
日
本
文
化
の
通
史
的
な
教
材
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
二
〇
一
〇
年
に
筆
者
は
現
在
台
湾

の
各
大
学
の
第
一
線
で
日
本
文
化
の
課
程
を
担
任
す
る
教
師
八

名
（
日
本
人
を
含
む
）
ほ
ど
が
集
ま
り
、
一
年
間
余
り
の
意
見

交
換
を
経
て
、
学
習
者
の
印
象
を
深
め
る
た
め
に
「
概
要
」

「
学
習
の
焦
点
」「
台
湾
と
日
本
の
比
較
」
の
項
目
を
設
け
、
古

代
、
中
世
、
近
代
、
現
代
と
い
う
時
代
構
成
に
よ
る
「
日
本
文

化
」
の
教
科
書
を
共
同
編
纂
で
公
刊
し
て
い
る
。
本
書
は
台
湾

の
読
者
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
て
、
他
の
同
種
の
教
科
書
に
比
べ

て
台
湾
の
視
野
か
ら
日
本
文
化
の
要
素
を
考
え
る
こ
と
が
多

く
、
筆
者
が
言
及
し
た
日
本
文
化
の
基
本
型
も
各
章
の
内
容
に

反
映
さ
れ
て
い
る
（
図
1
）。

1.2　
『
台
湾
か
ら
見
た
日
本
事
情
』
の
シ
リ
ー
ズ

　
日
本
語
を
勉
強
す
る
上
で
「
日
本
事
情
」
を
知
る
こ
と
は
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
「
日
本
事
情
」
に
関
連
す

る
書
籍
が
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
台
湾
の
視
点
か
ら
書
か

れ
た
書
籍
は
乏
し
い
の
で
「
台
湾
事
情
」
を
取
り
入
れ
つ
つ

「
日
本
事
情
」
を
外
か
ら
見
て
深
く
分
析
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
執
筆
者
は
計
三
十
九
名
の
教
師
（
日
本
人

を
含
む
）
に
な
り
、「
言
語•

文
化
篇
」、「
生
活•

社
会
篇
」、

「
地
理•

歴
史•

宗
教•

思
想
篇
」
の
三
冊
に
よ
っ
て
構
成
し
、

二
〇
一
八
年
か
ら
逐
次
に
出
版
の
計
画
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の

内
容
は
「
台
湾
事
情
」
と
「
日
本
事
情
」
と
は
歴
史
的
背
景
が

密
接
に
関
わ
る
こ
と
を
重
視
し
、
多
く
の
日
本
語
学
習
者
に

「
台
湾
の
視
点
か
ら
台
湾
文
化
を
理
解
し
た
上
で
、
日
本
文
化

を
理
解
し
て
も
ら
う
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
（
図
2
）。

図 1　『日本文化』の刊行
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三
、『
日
本
学
研
究
叢
書
』
の
発
刊

　
二
〇
一
二
年
に
国
立
台
湾
大
学
人
文
社
会
高
等
研
究
院
「
日

本
・
韓
国
研
究
平
台
（
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
）」
の
開
設
を
機
に
、

筆
者
は
そ
の
執
行
長
を
務
め
な
が
ら
、
唯
一
、
台
湾
に
お
け
る

日
本
語
に
よ
る
学
術
研
究
書
「
日
本
学
研
究
叢
書
」
の
出
版
を

企
画
し
た
。
戦
後
、
国
立
台
湾
大
学
が
旧
台
北
帝
国
大
学
か
ら

受
け
継
い
だ
日
本
研
究
に
関
す
る
文
献
は
膨
大
で
あ
り
、
ま
た

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
遺
産
の
も
と
、
台
湾
に
お
け

る
日
本
研
究
は
長
い
歴
史
と
伝
統
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

東
ア
ジ
ア
の
全
体
を
見
渡
す
と
き
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
な
ど

の
国
々
の
日
本
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る
内
容
を
展

開
し
て
い
る
な
か
で
、
台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究
は
、
そ
の
長

い
歴
史
と
一
定
の
実
績
の
割
に
は
、
日
本
語
と
文
学
研
究
に
重

心
が
あ
り
、
現
代
の
諸
課
題
や
日
本
文
化
を
視
野
に
入
れ
た
社

会
科
学
分
野
と
切
り
結
ん
だ
研
究
と
対
話
は
十
分
で
は
な
い
。

む
し
ろ
欠
け
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
叢
書
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
こ
の
二
十
一
世
紀
に
、
日
本
研
究
に
お
け
る
台

湾
の
も
つ
大
き
な
潜
在
力
を
自
覚
し
、
そ
の
喚
起
を
目
指
し

て
、
以
下
の
四
つ
の
目
標
の
遂
行
に
努
め
て
い
る
。

1 
．
人
文
学
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
科
学
分
野
に
お
け
る
台
湾

の
日
本
学
研
究
を
強
化
し
、
両
者
の
対
話
と
融
合
を
目
指
す

こ
と
。

2 

．
台
湾
に
お
け
る
「
日
本
学
研
究
」
の
新
た
な
学
習
環
境
を

積
極
的
に
切
り
拓
き
、
学
際
的
に
し
て
国
際
的
な
方
向
に
視

野
を
広
げ
て
い
く
若
手
研
究
者
の
養
成
を
期
す
こ
と
。

3 

．
日
台
両
国
の
関
連
研
究
機
関
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
の
諸
研
究

機
関
と
の
連
携
を
促
進
し
、
日
本
研
究
を
国
際
的
に
展
開
す

る
「
国
際
日
本
学
」
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
。

4 

．
世
界
に
お
け
る
日
本
研
究
の
成
果
を
生
か
し
た
「
国
際
日

本
学
」
の
も
と
、
台
湾
固
有
の
文
脈
を
意
識
し
た
台
湾
的
特

色
の
あ
る
国
際
的
日
本
研
究
の
発
展
を
推
進
す
る
こ
と
。

　
二
〇
二
三
年
一
月
現
在
、
計
三
十
六
巻
の
叢
書
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
（
図
3
）。

結
語
に
代
え
て
―
今
後
の
展
望
と
課
題

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
日
本
だ
け
で
は
な

く
、
地
球
全
人
類
の
健
康
、
安
全
を
脅
か
し
、
さ
ら
に
世
界
各

国
の
経
済
発
展
が
影
響
さ
れ
、
医
療
問
題
ま
で
次
々
と
危
機
を

引
き
起
こ
し
た
世
界
的
不
況
の
余
波
が
及
ん
で
い
る
。
こ
う
し

た
時
代
の
趨
勢
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
今
や
私
た
ち
は
、
先

駆
者
ら
が
そ
の
基
礎
を
確
立
し
た
こ
れ
ま
で
の
日
本
語
教
育
の

成
果
に
立
脚
し
つ
つ
、
台
湾
の
日
本
文
化
研
究
の
人
材
育
成
と

い
う
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階

に
至
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
文
化
の
深
層
や
そ
の
民
族
性
へ
の
論
議
は
、
台
湾
に

と
っ
て
は
、
い
わ
ば
「
採
長
補
短
」
の
こ
と
と
言
え
る
と
思
わ

4

図 2　『台湾から見た日本事情』のシリーズ

図 3　『日本学研究叢書』の発刊
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れ
る
。
歴
史
的
経
験
の
吸
収
と
補
完
は
日
台
関
係
の
発
展
を
可

能
に
し
、
加
え
て
東
ア
ジ
ア
の
地
域
安
全
に
も
寄
与
す
る
。
日

本
研
究
は
、
本
来
「
地
域
研
究
」
の
範
疇
に
属
し
て
い
る
。
そ

れ
は
現
在
の
東
ア
ジ
ア
国
際
社
会
に
お
い
て
最
も
必
要
と
さ

れ
、
東
ア
ジ
ア
地
域
内
で
の
各
国
の
相
互
補
完
的
な
研
究
に

よ
っ
て
そ
れ
は
推
進
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
台
湾
で

も
、
日
本
研
究
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

1
．
知
日
人
材
の
必
要
性

　
思
え
ば
日
本
は
台
湾
と
多
く
の
共
通
点
を
も
つ
。
い
ず
れ
も

ア
ジ
ア
大
陸
の
東
に
弧
状
に
連
な
る
島
国
で
あ
り
、
地
震
多
発

地
帯
で
も
あ
る
。
災
害
救
助
、
医
療
、
少
子
高
齢
化
、
環
境
汚

染
と
い
っ
た
社
会
問
題
も
共
有
で
き
る
。
ま
た
航
路
や
漁
業
や

原
子
力
発
電
に
関
わ
る
資
源
も
共
通
の
利
害
を
有
し
て
お
り
、

あ
ら
ゆ
る
問
題
で
交
渉
を
必
要
と
し
、
そ
の
た
め
の
人
材
が
欠

か
せ
な
い
。
日
本
を
深
い
レ
ベ
ル
で
十
分
に
理
解
す
る
優
れ
た

人
材
の
輩
出
が
、
官
民
問
わ
ず
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

迂
遠
に
見
え
て
実
は
喫
緊
の
現
実
的
課
題
で
あ
り
、
私
た
ち
日

本
研
究
者
が
自
覚
的
に
認
識
す
べ
き
責
任
で
も
あ
る
。
日
台
関

係
の
発
展
を
、
研
究
と
教
育
を
通
し
て
支
え
て
い
く
こ
と
、
そ

れ
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
い
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
私
た

ち
は
日
本
語
教
育
を
豊
か
に
蓄
積
し
て
き
た
先
人
の
成
果
を
土

台
に
、
台
湾
か
ら
発
信
す
る
日
本
研
究
の
発
展
と
、
台
湾
的
文

脈
に
立
脚
し
た
人
材
育
成
の
教
育
に
正
面
か
ら
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2
．
共
同
研
究
の
モ
デ
ル
を
模
索
す
る

　
日
台
双
方
の
学
者
の
関
心
は
、
自
ら
の
歴
史
評
価
や
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
、
社
会
の
変
遷
と
国
際
社
会
と
の
関
連
性
、
ひ
い

て
は
東
ア
ジ
ア
日
本
研
究
が
担
う
役
割
や
努
力
す
べ
き
方
向
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
将
来
の
日
本
文
化
研
究
テ
ー
マ
の
領
域
は

多
様
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
、
マ
ク
ロ
な
視

野
か
ら
の
論
点
の
発
見
と
共
同
研
究
に
よ
っ
て
、
量
の
拡
大
か

ら
研
究
人
材
の
整
合
、
そ
し
て
共
同
認
識
の
形
成
へ
と
展
開
す

る
た
め
に
あ
る
種
の
モ
デ
ル
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の

モ
デ
ル
が
あ
っ
て
こ
そ
、
質
の
向
上
へ
と
駒
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
る
に
ち
が
い
な
い
。
つ
ま
り
私
た
ち
は
、
台
湾
の
日
本
研

究
の
足
が
か
り
と
発
展
の
方
向
性
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

3
．
世
界
に
開
か
れ
た
台
湾
の
日
本
研
究

　
台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究
は
、
本
来
「
地
域
研
究
」
の
一
端

を
構
成
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究
は
、

東
ア
ジ
ア
国
際
社
会
研
究
の
重
要
な
環
を
構
成
し
て
い
る
。
そ

れ
は
も
と
よ
り
「
日
本
一
国
」
研
究
に
完
結
す
る
も
の
で
は
な

い
。
東
ア
ジ
ア
地
域
内
の
諸
研
究
と
連
携
し
、
担
う
べ
き
相
互

補
完
的
役
割
を
意
識
し
て
、
台
湾
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
日

本
研
究
の
発
信
が
可
能
と
な
り
、
世
界
に
開
か
れ
た
日
本
研
究

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
通
し
て
、
日
本
も

含
め
た
世
界
の
日
本
研
究
に
独
自
の
役
割
と
位
置
を
占
め
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1 

徐
興
慶
「
台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究
―
過
去
、
現
在
、
未
来
」、『
ア
ジ

ア
・
大
洋
州
の
日
本
研
究
事
情
』、
国
際
交
流
基
金
、
二
〇
二
二
年
、

pp.33-42

。

2 

徐
興
慶
「
台
灣
的
日
本
研
究
之
發
展
及
其
問
題
點
」、『
亞
太
研
究
論

壇
』
第
二
十
六
期
、
中
央
研
究
院
、
二
〇
〇
四
年
、pp.35-67

。
徐

興
慶
・
太
田
登
共
編
『
国
際
日
本
学
研
究
の
基
層
―
台
日
相
互
理
解
の

思
索
と
実
践
に
向
け
て
―
』（
日
本
学
研
究
叢
書
1
）、
台
湾
大
学
出
版

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
、pp.1-15

な
ど
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

3 

台
湾
に
お
け
る
日
本
思
想
史
、
教
育
史
研
究
の
事
情
に
つ
い
て
、
田
世

民
「
台
湾
に
お
け
る
近
世
日
本
思
想
史
・
教
育
史
研
究
の
現
在
」、『
日

本
教
育
史
研
究
』
第
四
十
一
号
、
日
本
教
育
史
研
究
会
、
二
〇
二
二

年
、pp.79-95

が
詳
し
い
。

4 

徐
興
慶
「
世
界
に
開
か
れ
た
台
湾
の
日
本
研
究
」『
特
集 

日
本
研
究
の

過
去
・
現
在
・
未
来
』、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
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、

二
〇
一
七
年
、pp.117-130

。
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